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発行者 まちだ結の里 広報

第32号

2024年8月5日

10 月からの活動を時系列で記載していきます。

植物の名前に誤りがありましたら連絡願います。

１）10 月 4（水）雨で活動は中止、他

雨の降らない時間帯に４名で作業。

大豆畑ネット：解体のみ終了。７日（土）に解体後の資材撤去作業を行います。

２）10 月 7（土）稲刈、他

稲刈 糸川さん田んぼ バインダー作業用コーナーなどを手刈り、バインダーで上の田刈り取り

結束済み稲をハザカケ 精舎児童学園 大活躍 引き続き下の田の刈り取り、刈取りが済んだ上の田に

ハザカケ増設、最後はアカメヤナギにハザカケ(14 時 30 分頃終了）

テビ刈り・テビ付け 本谷戸 N1 と N2 田んぼの上側の稲を 1～2 列刈り、畔脇を少し掘り下げ水切れ

コミスジ

キタキチョウ
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をよくする

大豆畑 獣害対策用ネットの撤去 後片付け 夏野菜、収穫 サツマイモ畑 ツル返し

精舎児童学園：児童６名と引率者３名の計９名が里山体験に来訪。糸川田んぼの稲刈りの応援をしてく

れました。穴水さん・鶴岡さんからは、大変戦力になったとのお話がありました。忙しい中、ご協力あ

りがとうございました。子供たちもよく頑張ってくれました。帰りに、最近の里山体験への、お礼や写

真の載った色紙をいただきました。福原さんに保管いただいています。皆さんもご一覧下さい。

次回 10/11(水）トトキ谷戸の稲刈りをします。田んぼ長靴をお持ちの、ご用意ください。

３）10 月 08（日）植物調査・観察会

講師 内野さん、鶴岡 穴水 簔口 永嶋 小川 中尾（桂） 小竹 岡山

観察コース トトキ谷戸→第二梅林→カワセミ池→本谷戸水路→本谷戸中央通路

昼食（12:10～12:40）

中央通路→切通し→ホダ場→杉林→最奥草地→中央通路→三叉路→見晴台→中央通路→事務所

解散 14：30

アサギマダラ

ミドリヒョウモ
アマガエル

ミズオオバコ
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特記事項 植物を五感で覚えよう！

ツリフネソウの花 基部に甘い蜜 スズメウリの青い実 胡瓜の味

ウシクグ 葉を揉むとパイナップルの香り ヤブマメの花 スイートピーの香り

ヘクソカズラ 実・葉ともにとても臭い 腐敗臭 カリガネソウ 葉を揺らしただけで臭い

その他 昆虫に興味のある参加者が多く蝶・蛾・蜘蛛・幼虫などいろいろ観察できました。

昆虫に造詣の深い方、昆虫編の報告書お願いします。

造詣深くありませんが：クロアゲハ 幼虫（4齢？）は鶏の糞模様＋終齢幼虫は緑色のイモムシ イヌザ

ンショ食べている

: スズメガ の仲間 幼虫（シモフリスズメガ ？）：ヤマトシジミ成虫 ：クロヒカゲ成虫：ホシホウジ

ャク成虫：トリノフンダマシ（蜘蛛）成虫と卵嚢/丸形 オオトリノフンダマシ卵嚢/紡錘形 報告穴水

（写真は別送）

４）10 月 11（水）稲刈り、他

10/14 の里山散策・稲刈り体験の進行担当の確認

ハザカケ増設 本谷戸 4列＋古代米用 1列 稲刈り 刈った稲を結束しハザカケ

トトキ谷戸 T1T2T3T4 本谷戸 N5 古代米 N11

畑 サツマイモ畑 試し掘り

その他 竹炭２０㎏ エコライフ推進公社へ販売

本日は稲刈りお疲れさまでした。かなり足腰に来ている方が多いと思いますが、14 日も宜しくお願いい

たします。生き物情報：カヤネズミの巣 作りかけ？ 本谷戸 N11 古代米の稲刈り中に発見 位置は田

んぼの中心付近 高さ 50～60 ㎝ 畑；サツマイモを５～６株、試し掘り。最近のテレビで、酷暑の中で

も味と収穫量が良好な作物の一つと報道されていましたが、その通りかな？と思せる内容でした。秋ナ

ス・甘長唐辛子・そして今日のサツマイモと、酷暑を乗り越え、畑の作物も順調に収穫できています。

まだご賞味頂いていない会員は連絡下さい。

タヌキマメ
カヤネズミの巣

作りかけ

チョウセンカマキリ
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５）10 月 14（土）稲刈りイベント、他

市公募 里山散策と稲刈り体験受入 7 組 20 人 N3N4 HATS 農業体験受入 9 人＋職員 2人 N5

稲刈り N6N8N9N10 と N1 の一部 午後までイベントに参加された３家族にサツマイモ・夏野菜、栗を提供

秋晴れの下、無事に稲刈りイベントが済みました。皆さまご協力ありがとうございました。

市公募の里山散策と稲刈り体験は９組２４名の申し込みがありましたが、２組４名の当日キャンセルが

ありました。日程を間違えていたとのことでした。次回には対策を検討します。

またタウンニュースの取材を受ける予定でしたが、記者がコロナに感染し中止となりました。

６）10 月 18（水）稲刈り、他

田んぼ 稲刈り 午前中 本谷戸 N1N2

今年度の稲刈り 10/7 糸川さん田 上/下 10/11 トトキ T1～T4 古代米 N11 本谷戸 N5

10/14 本谷戸 市応募 N3N4 HATSN7 午後 N6N8～N10 10/18 本谷戸 N1N2

作成ハザカケ（概数）一部未使用あり

ノハラアザミ

とヤマトシジミ

ツリフネソウ

ノゲイトウ
ヤマトシリアゲ
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糸川さん田 竹＋アカメヤナギ 38ｍ スチール 60ｍ 計 98ｍ

トトキ 竹 42ｍ 本谷戸 竹 64ｍ スチール 156ｍ 計 220ｍ

古代米 スチール 18ｍ

総計 糸川さん田 98ｍ＋本谷戸 220ｍ＋トトキ 42ｍ＋古代米 18ｍ＝378ｍ。

畑 ニンニクの植え付け：第三梅林横畑（一畝作成後植え付け）

菜の花移植 ：栗林下の斜面（刈り取り済み雑草の処理と耕運後）

大根畑 ：苗代上段・ネギ横（追肥と土寄せ）

ジャガイモ畑 ：追肥と土寄せ

大豆畑 ：枝豆の試し採り

夏野菜 ：収穫

本日で今年度の稲刈りは終了しました。皆さまご協力ありがとうございました、そしてお疲れさまでし

た。今年度のハザカケ作成は延べ 378ｍ、前年度 229.3ｍの 65％増でした。

（なお、10/15 に苗代に設置した稲架 1本が中央部が折れた状態で倒れていました。惨状を発見した髙見

さんが空いている稲架へ稲を掛け直してくれました。有難うございました）

稲刈り終了後、沢山の畑作業を行いました。得意のブラック企業体質が出て長時間作業となってしまい

ました。参加された皆さんには、申し訳ありませんでした。

お疲れ様でした。 栗林下斜面に移植した菜の花は、うまく根付けば（移植を嫌う種類のようですが）

１２月には満開になるそうです。 蓑口さんからお手製のずんだ餅の差し入れがありました。とても美味

しく頂きました。 21 日東京農大の弓納持君来訪予定

コウヤボウキ
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７）10 月 21（土）稲架を増設、他

田んぼ・竹製の稲架掛けが田んぼ側に崩れた（20 日夕方以降）

N7 にスチール製の稲架を増設し、稲を掛け替えした

・畔の整備 落水時に切った水口部分を補修

畑 栗林下斜面 移植した菜の花に水やり 白菜の移植・カブの間引き

コボレ種で生えたノラボーの移植

コナラの種まき コナラのどんぐりを犬桜広場に蒔いた（3 月発芽？）

草刈 炭窯、倉庫周辺の草刈り NHK の撮影の為に、草刈りを控えていたが、遅れて実施した。

北通路にてサクラが倒れ、通路を封鎖していた。「まちピカ町田くん」を通じて処理を依頼した。

・東京農大の弓納持君が、作業の手伝いに来てくれました。

・朝ドラ撮影に協力したお礼を NHK から頂きました。次回おやつとしてお楽しみください。「虎に翼」奈

良ばいでの収録版は来年 4 月 17 日に放送予定です。

８）10 月 25（水）田んぼ整備、草刈り、他

・田んぼ整備 ・稲架掛けで使えなかった真竹を炭焼き小屋付近へ移動

・草刈り 本谷戸下部のカワセミ池への水路周り

・茶の剪定：（第一・第二梅林） 茶の下草刈り→剪定 刈り草の片付け

畑 菜の花：12 月開花予定の苗を第三梅林道路脇に移植：コボレ種で自生した苗を第三梅林お茶の木沿

いに移植 玉葱畑：第三梅林接続畑に 1000 本分 二畝準備

ノラボー：ネギ横にコボレ種で自生した苗を 100 本移植

夏野菜：ナス・甘長唐辛子の収穫 大豆・黒豆：枝豆ご希望の方、各自収穫

大根・カブ：間引き・追肥・土寄せ

大豆・黒豆：畑で完熟させて、脱粒後の食味を楽しんで頂く方を募集中ですが、今のところお一人です。
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枝豆の方が簡単に召し上がれますので、ご希望の方は、ご自分で収穫して、お持ち帰り下さい。

吉木さんから差し入れ：奈良ばい産の栗をご利用された、手の込んだ「栗ケーキ」を差し入れていただ

きました。参加者一同、おいしくいただきました。ありがとうございました。

９）10 月 28（土）草取り、他

草刈り 本谷戸周辺 ：下部池から糸川さん田との間：上部から水路・中池周辺までセイタカアワダチ

ソウ抜き取り

通路点検・北通路で 1本、南通路で２本枯れ木を伐採・落枝が多く、将来伐採が必要な枯れ木も多数

・北通路の草刈も必要（特に炭小屋の上）・10月 21 日に市へ報告した倒木は未処理のまま

畑 ソバ畑 刈り取り修了 菜花 第三梅林へ移植

里芋 ツルガレした株を試し掘りしましたが予想通り不作の様です

草刈り：炭小屋周辺、キウイ棚周辺 お茶の剪定：第三梅林～柿木の剪定（畑近く）：剪定、収穫

ススキの保管場所の整備

メカイ（ヘネ）作り 篠竹を 50cm に切り 4 つ割りそれをへぎ底編み用のヘネを作る。

柿 今年の冨有柿はすべて収穫しました。

ソバの刈り取り：沢山の方に参加頂き終了しました。残念なことに、穂先が完熟したものは、すべて倒

伏しており、収穫量は期待できそうにありません。
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１０） 10 月 29（日）水棲生物調査・観察会

午前 トトキ谷戸→本谷戸：下部水路細流→：下部池→：山際水路細流→：中池→田んぼ周辺

午後 イモリ池→畑の下湧水→東谷戸→事務所

・トトキ谷戸 タイコウチの数多し/T2T3 シオカラトンボとオオシオカラトンボ（背にトゲ有り）の

ヤゴを比較

・本谷戸 下部水路細流にもタイコウウチ 観察パッド内でカワリヌマエビを捕食

下部水路細流 ホトケドジョウ多し コシマゲンゴロウ ヒメガムシ トウキョウダルマガエル

山際水路細流 アサヒナカワトンボ コシボソヤンマ オニヤンマ 細流の土手にヒバカリ/蛇

トゲナナフシ

田んぼ周辺 マユタテアカネ田の溜水に産卵中 キンケハラナガツチバチ キタテハ

・東谷戸 オオアオイトトンボ/成虫 ギンヤンマ/ヤゴ 魚類：アブラハヤ？ ヨシノボリの仲間 メ

ダカ 貝類：シジミ

体験で参加した子供たちは、生き物を探すのが上手い・早い。ヒバカリ/無毒の蛇も怖がらない。楽しい

観察会となりました。

本日の水棲生物の調査の詳細は宇山講師から後日報告があります。

観察会の写真は別途お送りします。（穴水）

ツマグロヒョウモン

ジンジャー
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１１） 11 月 1（水）脱穀、他

脱穀（糸川さんの田んぼ部分）・脱穀機/ハーベスタを大沢さんより借用

・脱穀開始（10時 45 分頃）・しばらくして脱穀機停止 籾に藁クズが混入 機器内で詰まる

・外せる部分お全てはずし藁クズなどを除去

・脱穀再開→脱穀終了（14 時 30 分頃）脱穀後の籾/15 袋 291.5 ㎏

・藁クズを田んぼへ撒布・藁を束ね、運搬車→軽トラで炭焼き小屋へ運び、小屋二階へ搬入

・ハザカケ解体 スチール製：脚の泥を洗い、パイプと共に戻す 竹製：第二梅林の入口の樹木に立て

かけて保管

植物調査 花暦 開花植物 51 種 特記事項 ハナモモ、イヌザクラが咲いている

コブナグサなどの草紅葉さかり キチジョウソウ蕾が上がる タネツケバナ、ノジスミレ咲き出す

コナラなどの落葉が例年より早い

ソバ 天日干し

本日はお疲れさまでした。途中脱穀機が止まってしまうトラブルが有りましたが、皆さまにご協力いた

だき、無事に予定の作業を全て終わらせることが出来ました。有難うございました。（穴水）

なお、糸川さんの田んぼの面積は、上が 208.142 ㎡、下が 380.463 ㎡、合計 588.605 ㎡（石井さん/芹澤

さんの計測）です。

生き物情報：カヤネズミの巣 ふたつ 糸川さんの田んぼの上のオギ（セイタカアワダチソウの草刈り

で発見）

１２） 11 月 3（金）脱穀準備、他

田んぼ・ハザカケへのシート掛け・サンプル米の試験計量 （14時 30 分～16 時 10 分）

１３） 11 月 4（土）脱穀、他

田んぼ 脱穀 トトキ谷戸 本谷戸・朝露除けのブルーシートをはずす



10

・脱穀開始 トトキ谷戸分→種籾用→本谷戸・藁は藁を繋いだ「すげえ」で縛り 炭焼き小屋二階へ

小屋の二階は藁でいっぱいです

・ハザカケ解体 竹製：脚は泥を洗い流し、竿と共に第二梅林の脇に保管

スチール製：こちらも脚の泥を洗い流し、パイプと共にクラブハウスに保管

・藁ボッチの土台・骨組みを作成・藁ボッチ用の藁をブルーシートに包み保管

・藁クズを田んぼに撒布・籾の計量・籾をクラブハウスへ搬入・脱穀機と作業周辺の片づけ

本日の脱穀収量 本谷戸 23 袋 約 473 ㎏ （種籾用 15.7 ㎏含む） 前年は 471.3 ㎏なので若干の増

トトキ谷戸 5 袋 約 92.4 ㎏ 前年は 90.0 ㎏こちらも少しだけ増

先日 11/1 の糸川さんの田んぼ約 291.5 ㎏、合計 473 ㎏＋92.4 ㎏＋291.5 ㎏＝856.9 ㎏となりました。

レンゲ草蒔付け準備 糸川田んぼ耕運 ソバ 乾燥

サツマイモ掘り 奈良ばい産の苗で栽培した鳴門金時・シルクスイートの収穫（計 50kg）

精舎児童学園の里山体験：江藤先生他、児童 6名付き添い 1 名の計 8 名来場。

脱穀作業、サツマイモ掘り、キウイの収穫（4.5kg）

サツマイモ 36kg・キウイ 4.5kg をお土産に。児童のうち 1 名が家族と面会のため体験は 11 時までの作業

となる。散策中の日野から来られたご夫婦に応援して頂く。また児童 1 名が途中から体調不良となり、

岡山さんが介護。

１４） 11 月 8（水）古代米の脱穀、他

田んぼ レンゲの種まき（糸川さんの田と畑） 耕運機で耕起→レイキで均し→種まき
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古代米の脱穀 脱穀後の籾の量 2 袋 26.1 ㎏（前年 32.2 ㎏前前年 22.9 ㎏）

畑 玉葱 植え付け （中早生 500 本・紫 50本）

サツマイモ イベント準備 試し掘り・焼き芋準備 スナップエンドーサツマイモ後に 2 畝蒔付け

山 枯れ木調査：農業振興課（増田さん他 1名）・伐採が必要な枯れ木のマーキング

南通路→東通路→駐車場→中央通路→S-16（1月 or2 月実施予定）

１５） 11 月 11（土）サツマイモ掘りイベント、他

畑 サツマイモ掘りイベント 町田市広報紙での募集に応募頂いた 9 組 28 名の参加

イベント用に 6月より栽培していた「紅はるか」を収穫用に提供

収穫量 特大 60.9kg 大 72.5kg 中 27.0kg 規格外 11.0kg 合計 171.4kg

おやつ ８日と今日収穫したサツマイモの一部を「焼き芋」にして提供

参加者へのお土産 1家族４～５kg を提供

田んぼ 籾摺り機と選別機を大沢さんより借用

山 キウイの収穫 約二分の一を収穫（コンテナ一箱）



12

１６） 11 月 15（水）籾摺り、他

田んぼ 籾摺り 10 時～14 時 30 分頃まで 糸川さんの田んぼの分

脱穀後の籾の量 291.5 ㌔→籾摺り後の玄米 230.5 ㌔ 230.5÷291.5＝約 79.1％

籾干しがされていないせいか減少率は低め 古代米や半乾き米なども有り

籾殻は約 51.9 ㌔、燻炭用、畑用など

藁ボッチ 芹澤さん・熊沢さんより作り方教わる

中央の一体ほぼ出来上がり（ふくよかな仕上がり）

畑 サツマイモ残りすべて収穫 収穫量 120kg

サツマイモあと岡山さん提供の紅菜苔とグリーンピース植（蒔）付 ソバ ソバの実の選別と脱粒

草刈り：畑奥三角地帯、畑右手ＳＳ－１６下の溝沿い、芦原の一部 カタクリの群生地

山 キウイの収穫 コンテナ 8 分目（まだ全量収穫できず)

サツマイモの収穫が終了しました。 今年度収穫量 4日：50kg 11 日イベント：171.4kg 15 日 ：

120kg 試し掘り：20kg 合計 361.4kg うち 36kg を精舎児童学園に寄付
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１７） 11 月 18（土）籾摺り（籾干し）

田んぼ 籾摺り（籾干し）本谷戸＋トトキ谷戸

脱穀後の籾の総量 549.7 ㌔ 本日作業した脱穀後の籾の量 412.2 ㌔

籾摺り後の玄米量 316.7 ㌔（15 袋） 316.7÷412.2＝76.8％

籾殻の量 76.5 ㌔ 籾殻は炭焼き小屋へ

藁ボッチ作り 田んぼ側の１体を作成

畑 里芋・八つ頭 収穫・来年度の親芋の保管 小麦 畑の準備 ソバ 天日干し

山 倒木処理

脱穀後の籾から籾摺り後/玄米の減少率 11/15 作業糸川さんの田 20.9％減 本日の作業分（籾干しあ

り）23.1％減 11 月 22 日の籾摺り予定 満月 137.5 ㌔ 古代米 24.6 ㌔（種籾除く）です。11 月 21 日

籾干します。 里芋・八つ頭：本日、すべて収穫しました。種芋については、例年の通り。里芋 60 株・

八つ頭 30株を、室に保管。 里芋・八つ頭ともに予想通り小粒ですが、収穫量はある程度確保出来まし

た。お持ち帰りご希望の方はご連絡下さい。
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11 月 22（水）籾摺り

田んぼ 籾摺り 本谷戸＋トトキ 本日作業した脱穀後の籾の量 約 137.5 ㌔

籾摺り後の玄米量 約 106.2 ㌔ 5袋 籾殻の量 約 31.5 ㎏ 5袋

古代米 脱穀後の籾 26.1 ㌔ 種もみ 1.5 ㌔ 本日の作業 24.6 ㌔ 籾摺り後の玄米量 約 18.1 ㌔

籾摺り機と選別機を大沢さんへ返却 玄米の精米依頼 薄井米穀店へ 玄米 316.7 ㌔ 15 袋（今年度

の玄米収量の約半分 本谷戸とトトキ収穫分の一部）

藁ボッチ作り 田んぼ側 1 体が斜めになって来たため再作成 通路側の 1 体ほぼ完成

畑 小麦 耕運・蒔付け （5kg のうち 3.5kg）

ソバ 天日干し終了 （4kg 蒔付け収穫 9kg）

大豆・黒豆 収穫開始 （4 人の方自宅で脱粒）

カブ 苗代後に栽培の早蒔き 全て収穫

本日で今年度の籾摺り作業は無事に全て終了しました。皆さまご協力ありがとうございました。

11/15 に糸川さん田んぼの籾摺りで、玄米約 230.5 ㌔（10 袋） 11/18 と 11/22 に本谷戸とトトキ分の籾

摺りで、玄米約 422.9 ㌔（20 袋）合計 約 653.4 ㌔の収穫量となりました。

籾殻の量は 11/15 に約 51.9 ㌔（8 袋） 11/18 に約 76.5 ㌔（12 袋）11/22 に約 31.5 ㌔ 合計 約 159.9

㌔（25 袋）です。炭小屋（23 袋）とクラブハウス（2袋）で保管中です。

小麦：25 日（土）に、種の残り（1.5kg）を蒔きます。稲の収穫作業が一段落しましたので、まだ畑作業

の経験のない方は是非、ご参加ください。ソバ：4kg の種子を確保後、5kg を加工に回す予定ですが、製

リンドウ
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麺所の現状では、年内の完了は難しいのでは？ （髙見）

１８） 11 月 25（土）藁ボッチ作り、他

田んぼ 藁ボッチ作り 最後の１体も完成 バリカン仕上げ済 ミミズク作り（竹澤さん）田圃 N2 前に

出現 橋作り 老朽化した田圃の橋を架け替え

精米依頼 薄井米穀店へ残っていた玄米 315.9 ㌔持ち込み

（玄米の内 20.8 ㌔は玄米のまま取り置き、早苗饗＋会員販売など）

精米引取り 11/22 精米依頼した玄米 316.7 ㌔→精米 280.4 ㌔と糠 29.7 ㌔ 藁 市役所の牛腸さんへ

イベント 草木染めの準備 コブナグサの切断 試し染め 鍋・釜などの準備

山 倒木処理 畑（11/30 追記） 小麦 蒔き付け終了 黒豆・大豆 収穫終了

採取・乾燥してあった約 1.5 ㎏ほどのコブナグサを細かく切断していただきました。角折さん、簔口さ

ん、小竹さんありがとうございました。手を使う仕事で大変だったのではと思います。

稲藁が残っています 藁ボッチ/ドッシリ/カッコいい/かわいい・藁ミミズク/作成者似、が完成しま

した。まだ藁が残っています必要な方はお持ちください。

なめこ ソバ

小麦

ノスリ
ノスリ

ノスリ
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１９） 11 月 29（水）芋饅頭と草木染め、他

田んぼ 精米引取り/薄井米穀店 11/25 精米依頼した玄米 315.8 ㌔

本日引取り精米 273.4 ㌔ 糠 30.1 ㌔ 本年度の精米/糠（11/25 と 11/29 引取り分合計）

精米 280.4 ㌔＋273.4 ㌔＝553.8 ㌔ 糠 29.7 ㌔＋30.1 ㌔＝59.8 ㌔

小山田小学校へ精米 10㌔お届け/寄贈 南第三小学校 正月飾り用藁の引取り

イベント 芋饅頭と草木染めの会 芋饅頭はお土産付きで、奈良ばい産のさつま芋と小麦粉で作ら

れた素朴な味を楽しみました。コブナグサ染めは 27 名？の方が参加。個性あふれるマイ手ぬぐいができ

ました。発色もよく、時間内に終了出来て良かったです。皆さまご協力ありがとうございました。

山 梅の剪定（第一梅林）

畑 夏野菜の撤去 甘唐・ナスなどの野菜を 撤去・耕運後、芹沢さん提供のスナップエンドウ蒔

き付け 野菜畑 草取り・土寄せ

薄井米穀店は、来年度は道路計画があるため、店舗の継続は難しいとのお話がありました。

今年度の精米/553.8 ㌔の寄贈・配布・販売の予定/概要のお知らせ（数量は現在の予定ですので変動あり

です）小学校等へ寄贈 60 ㌔ 餅つき 170 ㌔ イベント体験者 6 ㌔ 糸川さんへお礼 10 ㌔ 会員へ配布

120 ㌔ 会員へ販売 80 ㌔ フードバンク/子ども食堂など約 100 ㌔ 12/2 午後より、精米の配布一人 2

㌔、販売/寄贈/希望者へ一人 2 ㌔/400 円、始めます。 古代米は籾摺り時に力が強すぎたせいかかなり割

れてしまいました。18.1 ㌔の内 400ｇは粉のような状態、残り 17.7 ㌔を、希望者に 1 人 300ｇ配布しま

す。無くなり次第配布終了。
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２０） 12 月 2（土）燻炭つくり、他

田んぼ 燻炭 籾殻 7袋分 炭焼き小屋→ネムノキ広場へ降ろし 籾殻→燻炭→ドラム缶１缶へ詰める

精米/満月と古代米の袋詰め→配布・販売を開始 精米の配布 1 人 2 ㌔ 精米の販売/寄贈扱い 希望

者へ 1 人 2 ㌔＠400 円 古代米の配布 希望者へ 1 人 300ｇ

畑 秋ジャガイモ アンデスレッド・北アカリを収穫

山 ススキの刈り取り 場所（栗林サイド、キウイ棚の下、富士見台

炭小屋の屋根張替え用 刈り取り→束ねる→保存

落ち葉掃き 精舎児童学園の子供たち 7 人と付き添い 3 人①炭焼き小屋横と通路 ②谷合さんの栗林

倒木処理 自然に倒木していたものは終了
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生き物情報：カヤネズミの巣２個 炭焼き小屋横の斜面のススキ刈取中に発見 １個は雑木林との境近

く １個はススキ群生地の中央あたり（巣はクラブハウスで保管） 12/23 カヤネズミの生態調査中の東

京農大の弓納持君来訪予定。秋ジャガイモ：アンデスレッドは豊作・餅つき時の豚汁用と来春用の種芋

を確保し、活動参加者に配布。北アカリは不作・全て小粒。精舎児童学園：今年の里山体験は終了。お

やつとして、蒸したサツマイモを提供・帰りに穴水さんより餅米 12kg 提供。

２１） 12 月 6（水）燻炭つくり、他

田んぼ 燻炭つくり 籾殻 7 袋分 籾殻→燻炭 ドラム缶１缶分

稲わら裁断 裁断機で 藁を裁断し田へ撒布 残った藁の一部をどんど焼き(永井さん)へ提供

草刈り 中央通路と田んぼ周り 刈った草 笹入りは焼却 その他の草は堆肥舎へ

通路・草刈り ：中央通路（第二梅林下）：畑奥のアシハラ：栗林下斜面

植物調査 花暦 開花植物 25 種暖かいせいか春の花の開花が多い 植物保全・草刈り

クマガイソウ、アマドコロ、ワレモコウマキエハギ、タカトウダイ、ヤマアジサイツルニンジンの支柱

撤去 最奥草地でカヤネズミの巣 2 個 オギとススキに営巣カヤネズミの巣以外に、小鳥の巣？あり

畑 ：栗林下斜面に一畝 コボレ種で発芽したノラボーナを移植：堆肥舎横に菜花を移植

梅ノ木剪定：第三梅林→第二梅林の剪定 富士見台

トトキ谷戸の手水鉢（つくばい？）： 永井さんの労作（二作目）が完成・今日から使用されています。

早速写真を撮っている散策者を見かけました。筧（竹の水路）や、鹿威しも老朽化しています、どなた

か挑戦して頂くと、うれしいです。

カヤネズミ カヤネズミ

キランソウ

タチツボスミレ

リンドウ

ホトケノザ
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２２） 12 月 9（土）燻炭つくり、他

田んぼ 燻炭つくり（３回目） 籾殻７袋→燻炭１缶 梅ノ木剪定：第二梅林→第一梅林

草刈り トトキ谷戸の斜面＋池の奥 お米配達 桜台子ども食堂へ 60 ㌔寄付

通路・草刈 畑奥アシハラ 草刈り終了 富士見台 お茶の剪定と草刈り終了

苗代後の大根：葉っぱのみ大きくなり、大根は大きくなっていませんが、必要な会員はご自分で収穫し

て、お持ち帰り下さい。 髙見 燻炭 3 回目の分を次回 12/13 に希望される方へ配布します。希望者

が多数の場合は配布の仕方を朝ミーティング時に相談します。 穴水

生き物情報：ノスリ、カヤネズミの巣（畑の奥のススキ/中央通路より）ふたつめの巣発見。

菜の花
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２３） 12 月 13（水）餅つき準備、他

田んぼ 餅つき準備 臼、炭小屋から降ろし洗う 杵、搗きやすいように整形/永井さん

せいろ・寸胴・ポリ樽・鍋など、道具を洗い干す 餅っこをきれいにし、作動確認

焚き付け用、杉の葉集め その他、餅つき関連用品などの準備

燻炭の配布 ドラム缶１缶 200ℓ を希望者に分配（11 名） 

畑 草刈り 畑周り・中央通路斜面：下の池周辺

葦の刈り取り（屋根材に使用）→束ねて運搬→炭小屋に保管 梅の剪定：第三梅林（梅の剪定完了）

下仁田ねぎ約 20本(餅つきの豚汁用）、中尾博さんより寄付がありました。有難うございます。

生き物情報：カヤネズミの巣、本谷戸田んぼの上のアシ原、中央通路側、草刈り中に発見。

２４） 12 月 15（金）餅つきの準備

餅つきの準備 13：00 から 臼・杵・薪・餅つき道具一式 軽トラで大龍会館へ搬入

カヤネズミ

カヤネズミ
コバノカモメズ

ルの種
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もち米 米研ぎし水に浸す （16 日朝一番に使用するもち米、永井さん持ち帰り。当日水切りして持

って来てくれる） 寸胴・お釜など、すすなどが洗い落としやすいよう、底にクレンザーを塗る

餅っこ、伸し餅スペース、食材など、会場の準備完了し、解散

参加者：穴水 石垣 上田 岡山 沖濱 熊沢 櫻林 親川 鈴木 髙見 竹澤 田嶋 鶴岡 永井

中尾(良）永嶋 藤井 福原

餅つき準備作業、無事に終了いたしました。ご協力有難うございました。（穴水

２５） 12 月 16（土）餅つき

8：00 先発隊集合 竈設置・火起こし開始 8：30 全員集合 水切り開始 臼・計量台など設置

8：45 朝のミーティング 米蒸し開始

9：05 餅っこ始動 9：10 餅つき開始 9：15 伸し餅開始

11：15 新規の蒸し中断 11：35 午前の蒸し終了

11：40 昼食 豚汁・あんこ餅・からみ餅・大根ビール漬け、みんな美味しかったです。

12：10 米蒸し再開 13：20 計量終了

13：35 米蒸し終了 13：45 餅つき終了 片づけ開始 道具類の水洗い、大龍会館内清掃、消火後

燃え滓はペール缶に入れ持ち帰り、道具類をクラブハウスへ軽トラで搬入

15：00 クラブハウスに仮収納後、解散

使用もち米 170 ㌔ 搗いた臼 87臼（午前 59臼 午後 28臼）

内訳 伸し餅 大 60枚 小 44 枚 82 臼 食用 4 臼 お供え餅 1 臼

伸し餅の配布 会員へ大 47 枚 谷合さんのおばあさんへ小 1枚 糸川さんへ大 1 枚/配達
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２６） 12 月 17（日）餅つきの片づけ

餅つきの片づけ 10：00～11：30

道具類、汚れが残っているものは洗い、乾燥させ、クラブハウス収納、杵、黄色漬物桶、水切り用ザ

ル/米を落とし、乾燥させ炭小屋へ収納、臼 2 個 クラブハウス/別館の玄関に収納、1 個は要修理、その

他食器・紙製品など段ボール箱に入れ保管

片付け作業後、昨日の豚汁の残りにお餅を投入し、皆でいただきました。

参加者：石垣 上田 大橋/学 大橋/矩 小竹 髙見 竹澤 鶴岡 中野 永嶋 福原 藤井 中尾/博

中尾/良 穴水 お疲れさまでした。

お餅の販売を始めました。伸し餅小 1 枚 200 円：1 人小 2枚までです。

２７） 12 月 20（水）しめ縄作り、他

藁ボッチ補修

玉葱 草取り・追肥 里芋 収穫済の小粒芋を畑に保管 追加収穫 スナップエンドウ 寒さ対策



23

ネギ・カブ 収穫

草刈り 畑横の芦原の草刈り終了

通路・草刈 田んぼ奥の芦原

年末恒例行事 角折さんを講師にしめ縄作りを楽しむ

２８） 12 月 23（土）クラブハウス大掃除、他

田んぼ 本谷戸南側斜面の穴刈り

クラブハウス大掃除

薪運搬 鰤岡さんへ薪を御裾分けしました

一年間お疲れさまでした、刈り払機の使用について、今年から安全面を強化するようにお願いしていま

すが、まだ、ヘルメットをかぶらないで作業している方、通路で一人で作業する方などを見受けます、

通路での作業は散策者も多いので監視の方を付けてもらうように徹底をお願いします。（安全管理担当：

中尾博より）

・お餅の配布と販売終了しました。会員への配布餅(大)55 枚(小)2 枚、販売餅(小)47 枚＠200 円（中)1

枚＠300 円 販売/寄贈金額 9700 円（詳細は別途メール参照して下さい) 穴水

・東京農大の弓納持君、友達 2 人と山田先生、北川先生の 5 人でカヤネズミの巣の調査。ウマノスズク

サ下部のオギ原・アシ原で巣を 7つほど発見とのこと。
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以上

田嶋

エナガ


